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三島 徳七 博士

進取の気性とは、物珍しさでなく理解しようとする　 ことだと思います

　徳七博士は明治26年五色町広石下（当時の

広石村下組）喜住家の７人兄姉の末っ子に生れ、

明治40年広石尋常高等小学校卒業。以後当時の

中学校教科を独習し、明治44年立教中学校４年

の編入試験に合格し入学。その後旧制第一高等

学校、東京帝国大学へと進み大正９年大学卒業

の年、嘱望されて三島通良医学博士と養子縁組

二三子令嬢と結婚しました。

　卒業後も東京帝大の講師助教授を務めながら、

ニッケル合金の研究に努め、昭和６年それまで

の磁石の概念を根底から覆す永久磁石を発明し

ました。これに養家三島のＭと生家喜住のＫを

とって、「ＭＫ鋼」と名付けました。

　その後「ＭＫ鋼」は「ＭＫ５」と呼ばれる世

界最強の磁石に改良する他、「ＭＴ磁石」「ＭＶ

磁石」を発明しました。このＭＫ系磁石は、今

日世界で使用されている永久磁石の七割以上を

しめています。私達の生活のなかにもテレビ、

ラジオ、自動車、等々にＭＫ系磁石が使用され

ており、いまやＭＫ系磁石は人々の生活になく

てはならない存在となっています。

　三島徳七博士は郷土が生んだ工学博士で、マ

グネットの三島として世界に知られ、20世紀の

科学産業の進歩発展に、学術上の礎を築いた偉

大な工学者であります。

（学んで然るのち足らざるを知る）

　三島徳七博士が好んで揮毫された漢文であります。

博士は生涯この志をもって学び、研究に精進されまし

た。そして、この志は長男良績博士に引き継がれました。

　親子揃って世界的権威者、この二人には我が故郷の

血が通っています。

　今日の青少年健全育成に資すると共に我が町の誇り

として顕彰室を設置しました。

　多くの人々に親しまれるよう念願しています。

徳七博士の歩み
　西暦　　  （年号）

1893年（明治26年）

1907年（明治40年）

1911年（明治44年）

1913年（大正２年）

1916年（大正５年）

1920年（大正９年）

1921年（大正10年）

1928年（昭和３年）

1931年（昭和６年）

1932年（昭和７年）

1933年（昭和８年）

1937年（昭和12年）

1938年（昭和13年）

1939年（昭和14年）

1940年（昭和15年）

1941年（昭和16年）

1942年（昭和17年）

1943年（昭和18年）

1944年（昭和19年）

1945年（昭和20年）

1947年（昭和22年）

1948年（昭和23年）

1949年（昭和24年）

1950年（昭和25年）

1951年（昭和26年）

1953年（昭和28年）

1954年（昭和29年）

1955年（昭和30年）

1956年（昭和31年）

1957年（昭和32年）

1958年（昭和33年）

1959年（昭和34年）

1960年（昭和35年）

1961年（昭和36年）

1962年（昭和37年）

1964年（昭和39年）

1966年（昭和41年）

1967年（昭和42年）

1973年（昭和48年）

1974年（昭和49年）

1975年（昭和50年）

正三位

法　名

できごと

広石村下組（現五色町広石下）喜住甚平の五男として出生

広石尋常高等小学校卒業

立教中学校四年編入試験に合格し、同校へ入学

立教中学校卒業、第一高等学校入学

第一高等学校卒業、東京帝国大学入学

東京帝国大学工学部冶金科卒業、東京帝国大学講師、三島家の養子となり結婚

東京帝国大学助教授

「ニッケル及びニッケル合金の焼鈍脆性」の論文により工学博士の学位を授与される

永久磁石「ＭＫ磁石鋼」を発明

服部報公賞を受ける

日本鉄鋼協会香村賞を受ける

紺綬褒章を受ける

帝国発明協会恩賜賞を受ける、東京帝国大学工学部教授（昭和28年迄）

科学審議会委員、自動車技術審議会委員

社団法人発明協会理事（昭和40年迄）

日本学術振興会小委員会委員長

叙勲三等瑞宝章を受ける、科学技術審議会委員（昭和23年迄）

造幣局研究顧問

戦時研究員

帝国学士院恩賜賞を受ける

社団法人日本鉄鋼協会会長

日本学術会議会員

日本学士院会員、社団法人日本金属学会会長

藍綬褒章・文化勲章を受ける

文化功労者に決定される、第一回世界冶金学会議に日本代表として出席（米国）

東京大学名誉教授、日本金属学会名誉会員、国際鋳物学会に日本代表として出席（フランス）

社団法人日本鋳物協会会長、航空技術審議会委員

日本鉄鋼協会製鉄功労賞を受ける

日本電子力研究所参与、日本原子力委員会参与（昭和50年迄）

アルバート・ソーバー賞を受ける、第二回世界冶金会議に日本代表として出席（米国）

日本鉄鋼協会表彰を受ける、工業技術協議会委員、産業合理化審議会委員

科学技術庁参与、金属材料研究連絡委員会会長

日本熱処理技術協会会長

新技術開発事業団開発審議会会長、日本金属学会賞を受ける、日本鉄鋼協会名誉会長

ルイジ・ロサーナ賞を受ける

発明奨励審議会会長、中小企業近代化審議会専門委員

英国鉄鋼協会名誉会員、フランス金属学会名誉会員

叙勲一等瑞宝章を受ける

日本金属学会本多記念賞を受ける、財団法人総合鋳物センター会長

第二回日本産業技術大賞を受ける

社団法人発明協会より感謝状を受ける

11月19日午後０時30分逝去

勲一等旭日大綬章追贈される

高徳院泰翁鉄腸大居士
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日頃の努力は、無駄になることはありません

発見！MK磁石鋼
工学博士の学位を受けて、研究生活に入ります

　1928（昭和３）年、工学博士の学位を授与され

ると、徳七博士は自分の研究室を持ち自由な研究

に打ち込みます。２名の助手を雇い、独創的で思

い切った研究に没頭しました。

　博士は、当時３つの研究課題を持っていました

が、そのうちの１つが「鉄・ニッケル合金の磁性

に関する研究」で、この研究が後のＭＫ磁石鋼発

見の重要な手がかりとなりました。

ニッケル鋼の「行き」と「帰り」に注目しました

　博士がまず着目したのは、ニッケル鋼（鉄にニッ

ケル25%の合金）の研究でした。このニッケル鋼

は当時、無磁性材料として広く工業用に使われて

おり、鉄もニッケルも強磁性体であるのに、この

合金には磁性がないというものでした。

　この合金の磁性変態点（磁性が変わるときの温

度）は、温度をあげていく『行き』と温度を下げ

ていく『帰り』とでは400℃くらいの開きがあり、

従ってこの合金を一度高温まで加熱し無磁性の状

態にし、それを冷たい空気中で急に冷やすと、途

中で磁気変態を起こさぬまま常温に達して無磁性

になる。そうしたことから、この合金は「非可逆

鋼」と呼ばれ非常に珍しい現象でした。

博士は、合金の組み合わせの実験を重ねます

　博士は、この合金の『行き』と『帰り』の変態

点を縮めていけば、何か新しい現象が起こるので

はないかと考え、変態点の開きを縮めたとき、磁

性にどんな変化が起こるかを実験してみることに

しました。

　それには、400℃という変態点の開きを縮める

元素が何かを推定して見つけださなければなりま

せん。つまり、非可逆鋼のニッケル鋼にどんな元

素を入れたら変態点の開きが縮まり、「可逆鋼」

になるかということです。

　博士は、アルミニウムが鉄の変態点を上げる傾

向があることはすでに分かっていたので、アルミ

ニウムが可逆鋼の働きをするのではないかと考え

実験を重ねます。いつものやりかたで、ニッケル

鋼にアルミニウムのパーセントを変えた直径５㎜、

長さ15㎝ほどの実験用サンプル棒を何十本も作り、

しらみつぶしに磁性の変化を調べていきました。

答えは、思いがけない形でやってきました

　ある日、職工の杉浦氏にサンプル棒の仕上げを

依頼したのに一向に持ってきてくれません。まじ

めな人柄で、いつ頼んでも翌日には仕上げてくれ

るのに、その日に限って研究室に現れませんでし

た。そこで、地階の工場に下りていき…「杉浦くん、

いっこうにサンプルを仕上げてくれないじゃない

か。待っているんだよ」。「先生、変ですよ。きれ

いに仕上げようと思って、こうしてやっているん

ですが、うまくいきません」。

　博士がよく見ると、旋盤のバイトはいつものよ

うに走らないし、けずりくずは落ちない。旋盤に

くっついたままです。バイトが走らないのも、け

ずりくずが落ちないのも、実験用サンプル棒から

発する磁性のせいではないか？。博士の脳裏がひ

らめきました。

ついに発見！

　永久磁石となるＭＫ磁石鋼の誕生です

　その時の合金の配合率は、「鉄にニッケル25％、

アルミニウム８％」でした。助手の八十島氏は、

鉛筆くらいの太さで、長さ７㎝の合金棒が同じ大

きさの磁石を数センチも反発して上に持ち上げて

いるのを見て驚き、また博士も今まで見たことの

ない強力な磁石合金が、いま目の前にあるのを見

て、驚きと同時に喜びを実感します。待ちに待っ

たMK磁石鋼発見の瞬間でした。

　私たちの暮らしに必要なほとんどの電気製品のモー

ターやIH調理器、スピーカーなどには磁石が使われ

ています。また、カセットやビデオテープ、フロッピー

ディスク、磁気カードでは、小さな磁石の粉によって

情報を記録させているのです。

●電子レンジ　●炊飯ジャー　●ホットプレート

●IHクッキングヒーター　●マイクロコンポーネント

●冷蔵庫　●航空機　●自動車　●電子工学　　など

磁石は、身の回りの
こんなところに使われています。

▲故郷の広石小学校に寄贈されたMK磁石鋼の記念碑
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上部ノズル

支持格子

ペレット

燃料棒

下部ノズル

炉内計装用
案内シンブル
（中心部）

制御棒
案内シンブル

偉大なる父とは、乗り越える目標があるということです

　良績博士は大正10年、徳七博士の長男として

東京に生れ、昭和19年東京大学卒業、同24年東

大工学部大学院を修了して助教授となり、冶

金学担当を経て38年原子力工学科の核燃料工学、

基礎工学の教授となり、日本の原子力開発創世

期からの第一人者であります。

　ジルコニウム合金の研究は、原子炉材料とし

てその安全性に大きく貢献し、世界の学会から

注目されると共に、世界的な栄誉賞であるク

ロール国際賞を受賞、又、原子力平和利用研究

への貢献により、米国原子力学会よりシーボル

ク賞が授与されました。

　良績博士は専門の原子力工学の他に、昭和21

年博士の発案で東大切手研究会を結成。自ら

撮った写真が郵政省発行切手の構図用写真とし

て採用される等、切手製造への貢献により郵政

大臣表彰を受けました。又、50年から７年間東

大の野球部長を務めるなど趣味、スポーツの分

野でも活発な活動をされました。

　三島良績博士は原子力安全性の世界的権威者

で、原子力の平和利用と安全確保のために、自

らの研究と共に学会の指導者として重要な役割

を務めた世界的な工学博士であります。

　西暦　　  （年号）

1921年（大正10年）

1942年（昭和17年）

1944年（昭和19年）

1945年（昭和20年）

1947年（昭和22年）

1949年（昭和24年）

1950年（昭和25年）

1952年（昭和27年）

1956年（昭和31年）

1957年（昭和37年）

1963年（昭和38年）

1964年（昭和39年）

1971年（昭和46年）

1975年（昭和50年）

1977年（昭和52年）

1981年（昭和56年）

1982年（昭和57年）

1984年（昭和59年）

1985年（昭和60年）

1986年（昭和61年）

1988年（昭和63年）

1990年（平成２年）

1991年（平成３年）

1993年（平成５年）

1994年（平成６年）

1995年（平成７年）

1996年（平成８年）

1997年（平成９年）

できごと

東京で、父徳七、母二三子の長男として生まれる

東京帝国大学第二工学部冶金学科入学

東京帝国大学第二工学部冶金学科卒業、同大学院入学

大東亜会館（現・東京会館）で百島恒子と結婚

東大切手研究会設立

東京大学大学院修了

東京大学第一工学部付属綜合試験所専任助教授

付属綜合試験所野球チーム監督

東大75年記念切手発行（良績博士の撮影した写真が原図と

なった）

東大切手研究会顧問

原子力工学科野球チーム監督

東京大学工学部教授（核燃料工学、基礎工学）

日本金属学会功績賞受賞

日本原子力学会賞受賞

東大野球部長（～昭和57年）

原子力工学科野球チーム総監督

第１回原子力学会賞受賞

後楽園球場で、還暦記念の野球大会が研究室一同により開

かれる

東京大学退官後、東京大学名誉教授となる

チタン30年功労賞受賞

郵政事業功労により、前島賞受賞

金属学への貢献により、村上記念賞受賞

高融点金属研究と工業標準化への功績により、米ASTM

功績賞受賞

ジルコニウムへの貢献により、クロール国際賞受賞（受賞

決定は昭和61年）

日本原子力学会会長（～平成２年）

日本学術会議会員（～平成３年）

フランス金属学会名誉会員

第17回日米大学野球日本チーム団長を務めた功績により、

日本スポーツ賞受賞

原子力平和利用研究への貢献により、米国原子力学会

（ANS）シーボルグ賞受賞

中華民国技能学会賞牌“技能師儒”を受ける

米国ASTMシンポジウムアオード・メダルを受ける

米国原子力学会（ANS）に「三島賞」設立

神宮球場で、古稀記念の草野球大会が開かれる

原子力関係の猫好き17人で「猫の会」発足

草野球180勝達成

食道がん手術を受ける

国際原子力学会協議会（INSC）会長（～平成８年12月）

勲三等旭日中綬章受章

１月12日　死去。75歳

良績博士の歩み
三島 良績 博士

　この限られた地球表面の制限内で住める人間の

数は、使えるエネルギー量、利用可能の資源量か

らみて本当にどのくらいが限度で、どうしてその

くらいに抑えるか、またその資源、エネルギー量

をどう分配したらみんなそれぞれ気がすんで争わ

ずに暮らせるかという問題を考える方がこれから

は大事だというのである。いくら難しくてもその

解決の方策をつくることに世界中みんなで努力し

なければ世界の恒久平和はもたらされない。

　だからエネルギーを考える人が重要であり、各

国の政策や現在世界の主導権をもつ国のグループ

の都合を優先させずに、本当に人類のためを考え

て各個人の責任と尊厳に基づいて世界の最適人口

の上限を考えたり、資源やエネルギーの分配比率

を考えたりするNGOの存在がいまや重要なので

ある。

戦争はやめようだけでは
世界平和の招来にならない

第９回日中原子力安全会議代表謁見
台湾　李登輝総統（平成６年12月15日）



　三島徳七博士のあくなき向学心と不屈の努力、実行力により生み出された功績に対し、学士院恩賜賞、文化

勲章、勲一等旭日大綬賞をはじめ国内外から数多くの賞をもって讃えられております。又、ＭＫ鋼発明後の昭

和10年、当時の広石村に対し子弟教育支援基金の寄付等、故郷の子弟への思いは格別でした。昭和50年、徳七

博士は数多くの功績を残して83歳の生涯を終えられました。当顕彰室は、こうした徳七博士の足跡を陳列して、

こどもから大人に至る多くの人々に博士の往時を偲び、学んでいただくために設置しました。

　三島良績博士は、父徳七博士の故郷五色町への思いが厚く昭和50年徳七博士逝去の後、五色町の子弟教育支

援のため出資し、「三島育英基金」が設立されています。日本原子力学会会長、世界原子力学会会長を歴任する他、

「核燃料工学」「特殊金属材料」等々、学会から注目される著書を出版。これからも21世紀に向けての原子力問

題の課題解決のため一層の活躍が期待されるなか、平成９年１月に75歳で逝去されました。ここに原子力安全

性の世界的権威者、三島良績博士の足跡を陳列して多くの人々に学んでいただきたいと思います。

子どもの心をのばす　夢をかなえる　努力が必要

ちょう どう しん

当三島博士顕彰会は青少年健全育成を目標に、子どもたちの体験学習等通じ、又顕彰室に陳列してある

三島徳七博士、三島良績博士の足跡を子どもから大人まで多くの人々に学んでいただきたいと思います。


